
障害者福祉課 

 

 議案第３３号 

    港区指定障害児通所支援の事業等の人員、設備及び運営に関する 

基準等を定める条例及び港区指定障害児入所施設の人員、設備及び 

運営に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例について 

 

  児童福祉法に基づく 指定通所支援の事業等の人員、設備及び運営に関する基準（ 平

成２ ４ 年厚生労働省令第１ ５ 号） 及び児童福祉法に基づく 指定障害児入所施設等の

人員、設備及び運営に関する基準（ 平成２ ４ 年厚生労働省令第１ ６ 号） の一部改正を

踏まえ、 港区指定障害児通所支援の事業等の人員、 設備及び運営に関する基準等を

定める条例及び港区指定障害児入所施設の人員、 設備及び運営に関する基準等を定

める条例（ 以下「 条例」 と いいます。） の一部を改正し ます。  

   

１ 改正理由 

  障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく 指定障害

福祉サービスの事業等の人員、 設備及び運営に関する基準等の一部を改正する省令

（ 令和３ 年厚生労働省令第５ ５ 号） の施行により 、 児童福祉法に基づく 指定通所支

援の事業等の人員、 設備及び運営に関する基準及び児童福祉法に基づく 指定障害児

入所施設等の人員、 設備及び運営に関する基準の一部が改正さ れまし た。  

こ の改正によっ て、 指定障害児通所支援事業者等及び指定障害児入所施設等の業

務負担軽減のほか、利用者等の利便性の向上を図る観点から 、指定障害児通所支援事

業者等及び指定障害児入所施設等における諸記録の作成、 保存等及び利用者等への

説明、 同意等に関する基準が緩和さ れたこ と を踏まえ、 条例の一部を改正し ます。    

 

２ 改正内容 

（ １ ） 指定障害児通所支援事業者等及び指定障害児入所施設等における諸記録の作成、

保存等のう ち、書面で行う こ と と し ているも のについて、書面に代えて、電磁的記

録により 行う こ と ができるこ と と し ます。  

（ ２ ） 利用者等への説明、同意等のう ち、書面で行う こ と と し ているも のについて、相

手方の承諾を得て、 当該相手方が障害児又はその保護者である場合には障害の特

性に応じ た適切な配慮をし つつ、 書面に代えて、 電磁的方法により 行う こ と がで

きるこ と と し ます。   

 

３ 施行期日 

  令和３ 年７ 月１ 日 
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港
区
指
定
障
害
児
通
所
支
援
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
新
旧
対
照
表
（
第
一
条
関
係
） 

改 
 

正 
 

案 

現 
 
 

 
 

行 
目
次 

目
次 

第
一
章
～
第
七
章 

（
略
） 

第
一
章
～
第
七
章 

（
略
） 

第
八
章 

雑
則
（
第
百
五
条
・
第
百
六
条
） 

第
八
章 

雑
則
（
第
百
五
条
） 

付
則 

付
則 

 
 

（
中
略
） 

（
中
略
） 

 
 

第
八
章 

雑
則 

第
八
章 

雑
則 

（
電
磁
的
記
録
等
） 

 

第
百
五
条 

指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
等
及
び
そ
の
従
業
者
は
、
作
成
、
保

存
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
の
う
ち
、
こ
の
条
例
の
規
定
に
お
い
て
書
面

（
書
面
、
書
類
、
文
書
、
謄
本
、
抄
本
、
正
本
、
副
本
、
複
本
そ
の
他
文
字
、

図
形
等
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
情
報
が
記
載
さ
れ
た
紙

そ
の
他
の
有
体
物
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
行
う
こ
と
が

規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
又
は
想
定
さ
れ
る
も
の
（
第
十
八
条
第
一
項
（
第
五
十

八
条
、
第
六
十
二
条
、
第
七
十
六
条
、
第
八
十
三
条
、
第
八
十
四
条
、
第
八
十

八
条
、
第
九
十
六
条
及
び
第
百
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、

第
二
十
二
条
（
第
五
十
八
条
、
第
六
十
二
条
、
第
七
十
六
条
、
第
八
十
三
条
、

第
八
十
四
条
、
第
八
十
八
条
、
第
九
十
六
条
及
び
第
百
一
条
に
お
い
て
準
用
す
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る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
次
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、

書
面
に
代
え
て
、
当
該
書
面
に
係
る
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方

式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ

る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を

い
う
。
）
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
等
及
び
そ
の
従
業
者
は
、
交
付
、
説
明
、
同

意
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
（
以
下
「
交
付
等
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、

こ
の
条
例
の
規
定
に
お
い
て
書
面
で
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
又
は

想
定
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
交
付
等
の
相
手
方
の
承
諾
を
得
て
、
当

該
交
付
等
の
相
手
方
が
障
害
児
又
は
通
所
給
付
決
定
保
護
者
で
あ
る
場
合
に
は

当
該
障
害
児
又
は
当
該
通
所
給
付
決
定
保
護
者
に
係
る
障
害
児
の
障
害
の
特
性

に
応
じ
た
適
切
な
配
慮
を
し
つ
つ
、
書
面
に
代
え
て
、
電
磁
的
方
法
（
電
子
的

方
法
、
磁
気
的
方
法
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

方
法
を
い
う
。
）
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。  

 

（
委
任
） 

（
委
任
） 

第
百
六
条 

（
略
） 

第
百
五
条 

（
略
） 

 
 

（
後
略
） 

（
後
略
） 

 
 

付 

則 
 

こ
の
条
例
は
、
令
和
三
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 
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港
区
指
定
障
害
児
入
所
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
新
旧
対
照
表
（
第
二
条
関
係
） 

改 
 

正 
 

案 

現 
 

 
 
 

行 

目
次 

目
次 

第
一
章
～
第
三
章 

（
略
） 

第
一
章
～
第
三
章 

（
略
） 

第
四
章 

雑
則
（
第
五
十
八
条
・
第
五
十
九
条
） 

第
四
章 

雑
則
（
第
五
十
八
条
） 

付
則 

付
則 

 
 

（
中
略
） 

（
中
略
） 

 
 

第
四
章 

雑
則 

第
四
章 

雑
則 

（
電
磁
的
記
録
等
） 

 

第
五
十
八
条 

指
定
障
害
児
入
所
施
設
等
及
び
そ
の
従
業
者
は
、
作
成
、
保
存
そ

の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
の
う
ち
、
こ
の
条
例
の
規
定
に
お
い
て
書
面
（
書

面
、
書
類
、
文
書
、
謄
本
、
抄
本
、
正
本
、
副
本
、
複
本
そ
の
他
文
字
、
図
形

等
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
情
報
が
記
載
さ
れ
た
紙
そ
の

他
の
有
体
物
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
行
う
こ
と
が
規
定

さ
れ
て
い
る
も
の
又
は
想
定
さ
れ
る
も
の
（
第
十
五
条
（
第
五
十
七
条
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
十
九
条
第
一
項
（
第
五
十
七
条
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
次
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い

て
は
、
書
面
に
代
え
て
、
当
該
書
面
に
係
る
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁

気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
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作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る

も
の
を
い
う
。
）
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 
指
定
障
害
児
入
所
施
設
等
及
び
そ
の
従
業
者
は
、
交
付
、
説
明
、
同
意
そ
の

他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
（
以
下
「
交
付
等
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
こ
の
条

例
の
規
定
に
お
い
て
書
面
で
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
又
は
想
定
さ

れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
交
付
等
の
相
手
方
の
承
諾
を
得
て
、
当
該
交
付

等
の
相
手
方
が
障
害
児
又
は
入
所
給
付
決
定
保
護
者
で
あ
る
場
合
に
は
当
該
障

害
児
又
は
当
該
入
所
給
付
決
定
保
護
者
に
係
る
障
害
児
の
障
害
の
特
性
に
応
じ

た
適
切
な
配
慮
を
し
つ
つ
、
書
面
に
代
え
て
、
電
磁
的
方
法
（
電
子
的
方
法
、

磁
気
的
方
法
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
法
を

い
う
。
）
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
委
任
） 

（
委
任
） 

第
五
十
九
条 

（
略
） 

第
五
十
八
条 

（
略
） 

 
 

（
後
略
） 

（
後
略
） 

 
 

付 

則 
 

こ
の
条
例
は
、
令
和
三
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

 
 

 


